【６】
大事なのは我 (われ)ばかりだ。我 (わ)が物ばかりだ。他 (た)人のものなら、見つかりさへしなければ取れるだけ取つてよろしい、といふ間違 (ちが)つた見を貧乏 (びんぼう)道といふのである。これは果 (はた)してこのお寺の近所の人達に限ることだらうか。これらの人達を眞に助 (たす)ける道は衣 (い)食 (しよく)と同時に修 (しう)福 (ふく)の道を與 (あた)へることだと思ふ。修 (しう)福 (ふく)の道とは惡 (あく)を止め善 (ぜん)をなすことだ。因 (いん)果 (くわ)の理 (り)を辧へることだ。
今日の朝鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)ほど一般的 (ぱんてき)にいつて宗教 (けう)的 (てき)觀 (くわん)念 (ねん)にも情 (せう)感 (かん)にも乏 (とぼ)しいことは稀有といつていゝ。神も佛も因 (いん)果 (くわ)の念 (ねん)も更 (さら)になく、唯欲 (ほ)つするのは名利であつて、恐 (おそ)れるのは法律 (りつ)と自然の力ばかりである。神を忘 (わす)れ、魂を忘 (わす)れるやうでは眞の道徳 (とく)や禮 (れい)儀 (ぎ)は望まれぬではないか。
思 (おも)はず、話が説教 (けう)じみて來てしまつた。興 (こう)天寺 (じ)の名物の随 (ずい)一たる觀 (くわん)音窟の老 (ろう)人のことを記してこの文 (ぶん)を終 (おは)ることゝしよう。
興 (こう)天寺 (じ)の入口 (くち)の天下大將軍 (ぐん)の東北の岡 (おか)の中腹 (ふく)に、岩壁 (がんぺき)によつてい叺を廻 (まは)したものがある。ものといふ譯 (わけ)は、それは家といふ言 (こと)葉には包含 (ほうがん)されさうもないからだ。これが觀 (くわん)音窟 (くつ)なのであるが、觀 (くわん)音窟 (くつ)とは、そこに住んでいる當年取つて八十三歳 (さい)の老僧 (ろうそう)の自稱 (せう)であつて、他 (ほか)の人は誰 (だれ)もそれを觀 (くわん)音窟 (くつ)なんて雅 (みや)びた名で呼んでくれはしない。乞 (こ)食 (じき)爺 (じゝ)とか、腰 (こし)の曲 (ま)がつた爺 (じゝ)の小屋 (や)といふのが通稱 (せう)である。
この老僧 (ろうそう)が坊 (ぼう)主であると知つてゐるものも少 (すくな)いやうであつた。彼 (かれ)はひやかしに來た若者をつかまへては盛 (さか)んに佛 (ぶつ)法を説いてゐる。いまの時世に老僧 (ろうそう)の説法をしまひまで聽 (き)いて随 (ずい)喜 (き)して呉 (くれ)る殊勝な者もゐないので、面白半分聽 (き)いてゐる振りをして途 (と)中で一言 (ごん)の挨拶 (あいさつ)もなく、立ち去 (さ)るのであるが、彼 (かれ)は後から來たものに、また前の人に説いてゐた續 (つゞ)きを説くのである。
「お前達は現に燃 (も)えさかつてゐる火宅 (たく)の中にあるのだぞ。五慾 (よく)につてゐる中に無常 (ぜう)殺 (さつ)鬼 (き)はお前達を焔の舌 (した)で焼 (や)いてしまふのだぞ。南無阿 (あ)彌 (み)陀 (だ)佛 (ふつ)と六字 (じ)念 (ねん)佛 (ぶつ)を唱 (とな)ふるがいゝ」
など口を酸くして説くのである。
この老 (ろう)人六十年前には軍 (ぐん)人であつて、嘉 (か)會洞 (どう)で立派 (ぱ)な邸 (てい)宅 (たく)に住 (す)んでゐたのだといふ。思 (おも)ふところあつて三十五の時出家し、法臘 (ろう)まさに四十八年を數へる譯 (わけ)であるが、李 (り)圭完 (くわん)氏が咸南知事のときに咸州 (しう)の羅州 (しう)寺を住 (じう)持していた經歴 (けいれき)もあるといふことだ。今より八年前京城電氣會社の電車（老 (ろう)人は必らずかういつてゐる）に後から腰 (こし)を衝 (つ)かれて、腰 (こし)が曲 (まが)つちまつたのださうだ。
一時この老 (ろう)人、姿 (すがた)をしたので、はてどうしたことかと近所のものにきいて見たが、誰 (だれ)一人彼 (かれ)の行方を知るものはなかつた。そして例 (れい)の觀 (くわん)音窟 (くつ)の叺は誰 (だれ)かに剝がれ、垂木ともいふべき丸 (まる)太もなくなつてゐた。それは涙 (なみだ)を催 (もよほ)す廢 (はい)墟の光景 (けい)であつた。
ところが、或日私は子供 (ども)を連 (つ)れてその前を通りかゝつたら、觀 (くわん)音窟 (くつ)が新しく葺きかへられてゐるではないか。そして例の老僧 (ろうそう)が普 (ふ)請場で拾 (ひろ)つたのだらう、鉋屑 (くず)や木の切などを二握 (にぎ)り位 (くらい)藁 (わら)縄 (なわ)でくゝつて手にぶら下げ、杖に縋つて、殆 (ほとん)ど地面 (めん)を舐めんばかりに腰 (こし)を曲げてやつて來るではないか。
「和尚 (せう)さん、しばらくどこへゐらつしやつたんですか」
私はほんとにしかつた。
「やあ。養老院 (ようろういん)に引張られましてな。」
老僧は小さいお眼 (め)眼 (め)を光らしてにこついてゐた。
「養老院？ それは好 (よ)かつたですね。養老院 (ようろういん)にゐらつしやれば好いのに、何故また、こんなところにつたんですか」
「いやあ、あつちに居れば食 (く)ふにやらんがな――皆 (みな)ようして呉 (く)れた。しかし何の役 (やく)にも立たぬものが人さまの世 (せ)話になつて樂 (らく)に居るといふことは、甚 (はなは)だ樂 (らく)でないことですわい。矢 (や)張り觀 (くわん)音窟 (くつ)で乞 (こ)食 (じき)してゐた方が、俺 (おれ)にはぢやとうた。それで逃 (に)げ出して來ました」
　彼 (かれ)はとても滿 (まん)足してゐるやうな顔 (かほ)であつた。（『京城日報』1940年5月23日）
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